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論文内容の要旨

外部性の存在する経済では、市場メカニズムによって効率的な資源配分を達成することができない。例えば、公共

財の存在する経済では、人々の間のただ乗り問題が存在するために、過小にしか公共財が供給されない。外部性が存

在する経済において、効率的な資源配分を達成する制度を設計するためには、理論的に考えられた制度設計のみで満

足するのではなく、その制度を実験室で試行し'性能を評価することが必要である。本論文では、実験経済学の手法を

用いて、いくつかの制度(メカニズ、ム)が実験室でどのように機能するかを検証した。

第 1 章では、同じ均衡予測を持つ 2 種類の thresholdpublic goods games について、人々が他人の行動を観察する

ことが可能であるときに、そのような観察が不可能なときと比べて、人々はより頻繁に均衡を選択するようになるの

か、また、より協力的な均衡が選択されるのかを検証した。研究の新しい点は、被験者に、彼らの行動を開示するか

否かについて意思決定をさせたことである。実験では、個人の行動の開示の効果は、均衡予測が同じゲームで、あって

も有意に異なりうることが分かつた。

1 つの thresholdpublic goods game (No Rebate Rule) では、公共財への供給量が threshold level 以上集まるなら

ば、公共財から固定した利益が個人に与えられる。このゲームでは、 threshold level と等しい水準の公共財への投資

が集められことが望ましく、 threshold level を超える公共財への投資は、社会的厚生の観点から望ましくない。この

ようなゲームを、被験者が実験の回を通じて同じグループメンバーとプレーをするとき、他人の行動についての情報

は、公共財の供給水準にほとんど有意な影響を及ぼさなかった。

一方、もうひとつの thresholdpublic goods game CUtilization Rebate Rule) では、公共財への供給量が threshold

level 以上集まるならば、公共財への投資が多ければ多いほど、公共財からの利益はより高くなる。このゲームでは、

社会的厚生の観点から、すべての人々が初期保有量をすべて公共財へ投資することが望ましい。このようなゲームを、

被験者が実験の回を通じて同じグループメンバーとプレーをするとき、他人の行動についての情報は、被験者をより

協力的にさせた。特に、自発的に個人の行動を開示できる場合には、このような意思決定がゲームの理論予測を変え

ないチープトークであるにも関わらず、人々をより協力的にさせ、パレート効率なアウトカムが頻繁に選ばれた。し

かし、被験者がこれらのゲームを毎回異なるグループメンバーとプレーするとき、安定した信頼を築くことができな

いために、公共財の水準はどちらのゲームにおいても、実験の回を経るにつれて単調に減少した。
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第 2 章では、第 1 章と類似の thresholdpublic goods games のフレームワークで、 group identity の効果について

調べた。実験では、大学のクラブに属す学生を使って、同じクラブの部員同士は、ランダムに選ばれた学生同士より

も、互いに協力的な行動をとるか検証した。結果は、 group identity の効果は存在するが、利得構造の違い、他の被

験者とのマッチングの方法の違いによって、そのような効果が顕著に観察される場合と、そうでない場合があること

が分かつた。

第 3 章では、 Varian (1994) の補償メカニズムを排出権取引のコンテクストで実験をデザインし、その機能を検証

した。このメカニズムは、サブゲーム完全均衡で競争均衡を達成できるようにデザインされている。実験では、排出

権の需要者および供給者が 1 人ずつのケースを扱った。もし、彼らが均衡外の価格選択を行うならば、罰金の支払い

が発生する。理論的には、罰金は正であれば、その大きさの違いは均衡予測に影響を与えない。実験結果は、サブゲ

ーム完全均衡が選ばれることは殆ど無く、被験者は、サブゲーム完全均衡におけるよりも高い利潤をもたらすアウト

カムを選んだ。しかし、そのような均衡外のアウトカムでは、このメカニズムを用いる規制当局が、多額のコストを

補償しなければならないため、規制当局の支払うコストを考慮すると、社会的には望ましい結果ではない。さらに、

罰金を高くしても、効率的な結果が導かれないことが示された。

以上の各章から、理論的には考慮されていない要因やパラメータの値が実際の被験者の行動を大きく左右すること

が明らかにされた。

論文審査の結果の要旨

本論文は、被験者を用いて実験室の中で制度を構築し、その制度のパフォーマンスを評価するとしづ実験経済学の

手法を用い、市場が失敗する状況、とりわけ、公共財供給に焦点をあてた研究である。情報の開示そのものが理論的

な結果に変化を与えない場合でも、その開示が公共財供給に有意に影響を与える環境を発見している。地球温暖化を

防止するための排出権取引実験においては、サブゲーム完全均衡による予測と実験結果が大幅に異なることを発見し、

その原因をつきとめている。おそらくは我が国で初めての実験研究による博士論文となるであろう本論文の独創性を

認め、博士(経済学)の学位を授与するに値する業績と判断する。
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